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新 しい マ ク ロ ラ イ ド系 抗 菌 薬azithromycinの

産 婦 人 科 領 域 に お け る 有 用 性 の 検 討

保田仁介 ・山元責雄 ・岡田弘二

京都府立医科大学産婦人科学教室*

新 しいマクロライド系抗菌薬azithromycin(AZM)に ついて産婦人科領域 における臨床的検討

を行い以下の結果を得 た。

同意の得 られた子宮内膜炎3例,バ ル トリン腺膿瘍3例 および,Chlamydia trachomatis(以下

クラ ミジア)に よる非淋菌性子宮頸管炎20例 の計26例 の産婦人科性器感染症に対 し,子 宮内膜

炎,バ ル トリン腺膿瘍では本剤1回250mgま たは500mgを1日1回3日 間,ク ラミジア性 ・非淋

菌性子宮頸管炎では本剤1回500mgの 単回投与 を行ったところ,臨 床効果は子宮内膜炎,子 宮

頸管炎の各1例 を除いて有効 とな り,全 体の有効率は92,3%で あった。

細菌学的効果は本剤投与前 にグラム陽性菌5株,グ ラム陰性菌2株,嫌 気性菌2株,C.tracho-

matis 20株 の計29株 が検出 されEscherichia coli, C.trachomatisの 各1株 を除いて消失 し,全 体 の

消失率は93.1%で あった。

また本剤投与による自他覚的副作用および臨床検査値の異常変動 は1例 もみられなかった。

以上のことか らAZMは 産婦人科性器感染症に対 して有用 とな り得ると考えられた。
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Azithromycin(AZM)はerythromycin(EM)の14員 環 ラ

ク トン に メ チ ル 置 換 窒 素 を 導 入 し,15員 環 と した 新 マ

クロ ラ イ ド系 抗 菌 薬 で あ り酸 に安 定 なazalide系 と して 最

初 に 開発 され た も の で あ る(Fig.1)。

AZMの 抗 菌 ス ペ ク トル は 従 来 の マ ク ロ ラ イ ド系 抗 菌

薬 に類 似 して い る ほ か,グ ラ ム 陰 性 菌 にEMよ り強 い抗

菌 活 性 を有 す る1,2)。

今 回 我 々 はAZMの 産 婦 人 科 領 域 に お け る 臨 床 的 検 討

を行ったので,そ の有用性および安全性 について報告す

る。

なお,本 試験はGCPを 遵守 して実施 した。

I.対 象および方法

本検討 は京都府立医科大学附属病院産婦 人科 に来院

し,臨 床試験参加の同意の得 られた26例 の女性性器感

染症患者を対象 として行った。

症例 の内訳は子宮内膜炎3例,バ ル トリン腺膿瘍3例,

Fig. 1. Chemical structure of azithromycin.
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Chlamydia trachomatis(以下 クラ ミジア)に よる非淋菌性

子宮頸管炎20例 であ り,全 症例のまとめをTable 1に示

した。

本剤の投与は子宮内感染では1回500mgを1日1回3日

間,バ ル トリン腺膿瘍 では1回250mgま たは500mgを1

日1回3日 間,ま た子宮頸管炎では1回500mg単 回投与 と

した。

臨床効果は臨床症状,体 温,白 血球数,赤 沈および

CRPな どの自他覚的所見の改善度を指標 とし,著 効,有

効,無 効および判定不能 と判定 した。

子宮内膜炎,バ ル トリン腺膿瘍の効果判定において,

著効は主要 自他覚症状が3日 以内に著 しく改善 し治癒 に

至 った場合 を,有 効は主要 自他覚症状が3日 以内に改善

の傾向を示 し,そ の後治癒に至った場合 を,ま た無効は

主要 自他覚症状が3日 を経過 しても改善 されない場合 と

した。

クラミジア性 ・非淋菌性子宮頸管炎では帯下感,下 腹

部不快感,子 宮腟部のびらん発赤,頸 管分泌物の量およ

び性状,子 宮頸管ス ミア中の白血球数を効果判定項 日と

した。

また副作用については自他覚的副作用および投与前後

の臨床検査値の異常変動の有無 を併せて判定 した。

なお,細 菌学的検討のための検体 は子宮内感染では子

宮内分泌物を,バ ル トリン腺膿瘍では膿瘍内の膿 とした。

また淋菌,ク ラミジアの検出はDNAプ ローブ法で検討

した。

II.成 績

1,臨 床効果

症例1か ら3の 子宮内膜炎は1回500mgを1日1回3日 間

投与で,症 例2を 除いて有効であった。症例4お よび5の

バル トリン腺膿瘍では1回250mgを1日1回3日 間投与で,

いずれも有効であった。また,症 例6の バル トリン腺膿

瘍 は1回500mgの 同様投与で有効であった。症例7か ら

26の クラミジア性 ・非淋菌性子宮頸管炎では1回500mg

を単回投与 とした。症例10は 投与後クラミジアが消失

せず無効 とし,そ の他の19例 は有効であった(Table 1)。

臨床効果のまとめをTable 2に 示 した。子宮内膜炎3例

では2例 が有効であ り,バ ル トリン腺膿瘍3例 はすべて

有効であった。また,ク ラミジア性 ・非淋菌性子宮頸管

炎は20例 中19例 が有効であ り,全 体の有効率 は92.3%

(24/26)で あった。

2,細 菌学的効果

各症例の分離菌の消長 をTable 1に示 した。

分離菌別の臨床効果 をTable 3に 示 した。単独菌感染

が23例,複 数菌感染が3例 の計26例 の本剤投与例の うち,

単独菌感染では23例 中22例(ク ラミジア性 ・非淋菌性子

宮頸管炎の1例 が無効)で 有効であった(有効率95.7%)。

また,複 数菌感染3例 では子宮内膜炎の1例 を除いた2例

で有効であった。

分離菌別細菌効果 をTable 4に 示 した。好気性 グラム

陽性球 菌で はStaphylococcus aureus 1株,Staphyhcoccus

epidermidis 3株,coagulase negative staphylococci(CNS)

1株 の3菌 種5株 が検出された。 これ らは本剤投与後すぺ

て消失 した。好気性 グラム陰性 菌ではEscherichia coli 2

株 が検出 され1株 が消失 した。嫌気性菌で はBacteroides

vulgatus1株,Bacteroides thetaiotamicron 1株 の2株 が検

出 されいずれも消失 した。Chlamydia trachomatisは20株

検出され19株 が消失 した。全体では7菌 種29株 が分離さ

れE.coli C.trachomatisの 各1株 を除いて消失 し,消 失率

は93.1%で あった。

3.副 作用お よび臨床検査値の異常変動

本剤投与中に自他覚的副作用の発現は1例 もみ られな

かった。 また,本 剤投 与前後 にお ける臨床検査値 を

Table 5に示 したが,本 剤に よると考 えられる異常値の

発現 はみ られなかった。

III.考 察

産婦人科領域感染症のうち内性器感染症では子宮内感

染や付属器炎,外 性器感染症ではバル トリン腺炎(膿 瘍)

などが経口剤による治療の対象である。そ してこれらの

起炎菌 としてはなおグラム陰性菌や嫌気性菌が多いが,

グラム陽性菌 もしば しばみられ,最 近ではC.trachomatis

による子宮頸管炎なども多 くなっている。

AZMはEMの14員 環 ラク トンにメチル置換窒素を導入

し,15員 環 とした新 マクロライ ド系抗菌薬 であ り,酸

に安定 なazalide系 として最初 に開発 されたものである

(Fig 1)。

AZMの 抗菌スペク トルについてはブ ドウ球菌に対 し

て従来のマクロライ ド系抗菌薬 に類似 しているがEMよ

り強 く,他 のマクロライ ド系抗菌薬では抗菌力が弱いグ

ラム陰性桿菌や嫌気性菌に対 して もより強い抗菌活性を

有するとされている1,2)。さらにC.trachomatisに 対する抗

菌力はEMと 同等の抗菌力が報告 されている3)。

またAZMは 経 口投与で組織移行性 に優れ,各 臓器 ・

組織内濃度は血清中濃度 より著 しく高 く,ま た血清中半

減期 と組織での半減期はほぼ等 しく56～76時 間 と長い

有効濃度が長時間維持 されることか ら従来の治療法に比

べ投与量の減量,投 与期間の短縮化が可能などの特徴が

あ り,そ の臨床効果 も優れたものであることが欧米で報

告 されている4～6)。

以上の ような検討の報告に基づいて本剤 はクラミジア

感染症の ようなSexually Transmitted Disease(STD)の 可

能性のある若年者 なども含めた女性性器感染症の初期治

療への有用性が期待 されるので今回の臨床的検討 を行っ

た。

本検討は3例 の子宮内膜炎,3例 のバル トリン腺膿瘍,

20例 のクラミジア性 ・非淋菌性子宮頸管炎の計26例 が
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Table 1-1. Clinical results of azithromycin treatment

CNS: coagulase-negative Staphylococcus
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Table 1-2. Clinical results of azithromycin treatment

Table 2. Clinical efficacy of azithromycin treatment

*excellent+good/no
.of cases-unknown

Table 3. Clinical efficacy of azithromycin treatment classified by causative organisms

CNS: coagulase-negative Staphylococcus *excellent+good/no. of cases -unknown



VOL.43 S-6　 産 婦 人 科 領 域 にお け るazithromycinの 検 討　 323

Table 4. Bacteriological response to azithromycin treatment

CNS: coagulase-negative Staphylococcus *Eradicated/no. of cases

Table 5-1. Laboratory findings before and after treatment with azithromycin

B: before A: after
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Table 5-2. Laboratory findings before and after treatment with azithromycin

B: before A: after

対象であった。

その結果,子 宮内感染では1回500mgを1日1回3日 間

で3例 中2例 有効,バ ル トリン腺膿瘍では1回250mg(1例

では500mg)を1日1回3日 間で3例 全例有効,ま たクラミ

ジア性 ・非淋菌性子宮頸管炎では1回500mg単 回投与で

20例 中19例 で有効 であ り,全 体 での有効率 は92.3%

(24/26)で あった。

また細菌学 的効果ではEcoliとC.trachomatisの 各1株

を除いて消失 し,消 失率93.1%(27/29)で あった。

さらに安全性の検討 においても今回の検討では自他覚

的な副作用はみられず,ま た臨床検査値の異常変動 も認

められなかった。

マクロライ ド系抗菌薬 はグラム陰性菌への抗菌力が弱

いことか ら産婦人科感染症で使用 されることが少な くな

っていたが,本 剤 は最 もしば しば起炎菌 となるE.coliや

嫌気性菌へ の抗菌力が従来のものより優れていることか

ら,今 回の検討で もE.coliの1株 を除いてグラム陽性菌,

陰性菌,嫌 気性菌が1日1回3日 間の投与ですべて消失 し

た。さらにSTDの 中で も女子で特 に減少傾向の乏 しいク

ラ ミジア感染症 に対 して1回 投与で95.0%が 消失するな

ど優れた効果が見 られてい ることから本剤 は子宮内感

染,外 性器感染症やクラ ミジア感染症 などの婦人科感染

症の初期治療に有用である可能性が示唆 された。

今 回新 しい経 口マ クロライ ド系抗菌薬であるAZMに

ついて臨床的検討 を行ったが,そ の結果本剤 は婦人科領

域感染症 に対 して有用な薬剤の一つであると考えられ,

今後の さらなる検討 と臨床応用が期待 される。
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Study on the utility of azithromycin, a new macrolide antibacterial

agent, in the field of obstetrics and gynecology

Jinsuke Yasuda, Takao Yamamoto and Hiroji Okada
Department of Obstetrics and Gynecology, Kyoto Prefectural University of Medicine

465 Kajii-cho, Hirokoji-agaru, Kawaramachi-dori, Kamigyo-ku, Kyoto 602, Japan

A clinical study of azithromycin (AZM), a new macrolide antibacterial agent, was performed in the
field of obstetrics and gynecology with the following results. Against various genital infections in 26
cases, including 3 of endometritis, 3 of Bartholin abscess and 20 of nongonorrheal cervicitis caused by
Chlamydia trachomatis, the drug was administered at a dose of 500mg once a day for 3 days in the former
2 groups and at a single dose of 500mg in the latter after informed consent had been obtained from
individual patients. Except for 1 case each of endometritis and cervicitis, the clinical result was evaluated
as effective in all cases, an overall efficacy rate of 92.3%. Bacteriologically, 29 strains, including 5 of
gram-positive bacteria, 2 of gram-negative bacteria, 2 of anaerobic bacteria and 20 of C. trachomatis, were
detected prior to drug administration. All except 1 strain each of Escherichia coli and C. trachomatis were
eradicated after AZM treatment, for an overall eradication rate of 93.1%. In addition, no subjective or
objective adverse reactions or abnormal laboratory values due to the administered drug were observed.
From these results, AZM is expected to be a useful agent for treating genital infections in the field of
obstetrics and gynecology.


